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お知らせ  〔司会者〕   デイビッド兄のための祈り 

賛  美  ～生ける限り主を賛美し～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★礼拝の恵みを感謝します！デイビッド兄の信仰生活のためにお祈りください。 

☆今週の祈り会は 〇早天祈祷会：明朝６時、◎祈祷会：木曜午前１０時半、 

夜７時半（大和教会の祈祷会に参加）。〇準備祈祷会：土曜夜８時。 

★今週木曜午後２時～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

☆次週の日曜は「ペンテコステ礼拝」です。〈司：石井兄／祈：白川兄〉。  

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/１６－/２３〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 列王上 2 3-5 6-7 8 章 9-10 11 章 12-13 14-15 

新約 ヨハネ 5:30-47 6:1-21 :22-40 :41-71 7:1-24 :25-53 8:1-20 :21-38 

チェック ○○ ○○○○ ○○○ ○○ ○○○ ○○ ○○○ ○○○ 
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教会の歴史は決して華やかなものではありませんでした。苦難と忍耐の歴史でした。 

そんな中、教会は何度も道を踏み外して来ました。十字軍、魔女狩り。1517年の免罪

符問題に起因するルターの宗教改革。日本では、秀吉、徳川幕府の時代、また近年では、

太平洋戦争中も、時の権力の中で、福音の道は押しつぶされそうになりました。そして現代

ではやっと、信教の自由が保証され、私たちがクリスチャンでいることが守られています。 

ヨハネはキリストを信じるがゆえに刑を受けていました。また、２･３章では、７つの教会に主

イエス様からのお言葉を頂いてメッセージを書き送りましたが、どの教会でも「苦難と…忍耐

（２章９節）」が尽きることなくやって来て、闘いの日々は終わることはありませんでした。 

私たちの生活は彼らとは違い、大手を振って神の子であることを意識して、胸を張って生

きていくことができる状態にあります。しかし、そんな何の不自由もない状況であるからと言っ

て、果たして私たちは輝いて、神によって与えられた人生を生き生きと生きているだろうか？

と問われたら、あなたはどのようにお答えになることができるでしょうか？ 

本日の黙示録では、ヨハネが天に引き上げられて、これから起こる事を示される内容へと

移ります。これは、旧約聖書でのイザヤやエゼキエル、そして、新約のパウロが第三の天にま

で引き上げられた経験に似ています。そして、まず、これから起こる事を示される前にヨハネに

示されたのは、天におられる神様の御臨在でした。この地上にいたなら、そのすばらしさを

中々体験することはできませんが、天に引き上げられることで、その神様の偉大さ、素晴らし

さを直接体験することができたのです。 

「たちまち“霊”に満たされた」。パウロもそうでしたが、この地上にいながら、霊だけ天に引

き上げられて特別な経験をしたのです。 

私たちはどんな環境の中にあったとしても、まず、神様の前に出るという経験が必要です。

今私たちが見ている世界がすべてではなく、本当の世界は天にあるのだということ。神様ご

自身に出会うこと抜きにして、私たち自身が輝いて生きることはできないのだ！ということを知

るべきなのです。そのお方はすべての権勢、権力の上におられ、すべて歴史、世界をご支配

されておられることを悟らなければなりません。それが、私たちの信仰の力の源なのです。 

「御座
み ざ

にいます方
かた

に出
で

会
あ

う経験
けいけん

」 
～迫害、闘いの中で、最も必要なこと～ 


